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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
液剤を注射する装置であって、
　針受け入れ開口部を備えた筒先端部を有する管と、
　前記管内のシリンジサブアセンブリ空間と、
　前記管内の、前記空間内で摺動できるサイズのシリンジサブアセンブリであって、前記
シリンジサブアセンブリは、前記液剤を含む容器と、皮膚貫通針とを有し、前記皮膚貫通
針は、前記容器からの前記液剤が前記皮膚貫通針を通って分注され得るように、前記容器
に作動可能に接合されている、シリンジサブアセンブリと、
　前記シリンジサブアセンブリを非展開状態から展開状態へと移動させるように構成され
たトリガー機構であって、前記非展開状態において、前記皮膚貫通針は前記管内に完全に
収容されており、そして前記展開状態において、前記皮膚貫通針は、前記針受け入れ開口
部を通って外側に延びており；前記シリンジサブアセンブリは、前記展開状態と前記非展
開状態との間で移動する際に、前記管内を摺動する、トリガー機構と、
　望ましい最終貫通深さを提供するために、深さ停止位置への前記皮膚貫通針の貫通を制
御する貫通制御要素であって、前記貫通制御要素は、前記管とは別の部品であり、前記管
内に完全に収容されており、そして前記非展開状態において、前記皮膚貫通針を囲んでい
る、貫通制御要素と、を備え、
　前記貫通制御要素は、硬いスリーブであり、そして前記装置はさらに、前記非展開状態
において前記皮膚貫通針を囲むコイルスプリングを備え、前記コイルスプリングは、前記
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管内に完全に収容されており、前記展開状態において前記コイルスプリングは、前記シリ
ンジサブアセンブリによって圧縮され、それによって前記シリンジサブアセンブリを前記
非展開状態に戻す力を提供し、前記硬いスリーブは、前記展開状態にある圧縮された前記
コイルスプリングを完全に囲み、該コイルスプリングが、少なくとも２つの直接隣接する
密巻きを有する、装置。
【請求項２】
前記管が、前記筒先端部に解放可能に取り付けられた取り外し可能な先端キャップを有す
る外筒である、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
前記貫通制御要素が硬いプラスチックスリーブである、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
液剤を注射する装置であって、
　針受け入れ開口部を備えた筒先端部を有する管と、
　前記管内のシリンジサブアセンブリ空間と、
　前記管内の、前記空間内で摺動できるサイズのシリンジサブアセンブリであって、前記
シリンジサブアセンブリは、前記液剤を含む容器と、皮膚貫通針とを有し、前記皮膚貫通
針は、前記容器からの前記液剤が前記皮膚貫通針を通って分注され得るように、前記容器
に作動可能に接合されている、シリンジサブアセンブリと、
　前記シリンジサブアセンブリを非展開状態から展開状態へと移動させるように構成され
たトリガー機構であって、前記非展開状態において、前記皮膚貫通針は前記管内に完全に
収容されており、そして前記展開状態において、前記皮膚貫通針は、前記針受け入れ開口
部を通って外側に延びており；前記シリンジサブアセンブリは、前記展開状態と前記非展
開状態との間で移動する際に、前記管内を摺動する、トリガー機構と、
　前記シリンジサブアセンブリが前記非展開状態にあるときに前記皮膚貫通針を囲むコイ
ルスプリングであって、前記コイルスプリングは、前記管内に完全に収容されており、前
記展開状態において前記コイルスプリングは、前記シリンジサブアセンブリによって圧縮
され、それによって前記シリンジサブアセンブリを前記非展開状態に戻す力を提供し、硬
いスリーブが、前記展開状態にある圧縮された前記コイルスプリングを完全に囲む、コイ
ルスプリングと、
　望ましい最終貫通深さを提供するために、深さ停止位置への前記皮膚貫通針の貫通を制
御する貫通制御要素であって、前記貫通制御要素は、前記シリンジサブアセンブリが前記
展開状態および前記非展開状態にあるときに前記リターン機構の前記コイルスプリングを
囲む硬いスリーブであり、前記硬いスリーブは、前記管内に完全に収容されており、そし
て前記管とは別の部品であり；前記硬いスリーブは、前記管の前記筒先端部に隣接する第
１の面、および前記第１の面に対向する関係の隣接面を有し、前記シリンジサブアセンブ
リは、前記展開状態において前記隣接面と接触する表面を有し、前記隣接面はこれによっ
て、前記シリンジサブアセンブリが前記展開状態に移動する際に前記管に沿って摺動し得
る距離を制限し；前記硬いスリーブの前記隣接面は、前記皮膚貫通針が前記展開状態にお
いて前記管の外側に延びる距離を設定する長さだけ、前記硬いスリーブの前記第１の面か
ら間隔を空けている、貫通制御要素と、を備え、該コイルスプリングが、少なくとも２つ
の直接隣接する密巻きを有するる、装置。
【請求項５】
前記シリンジサブアセンブリの、前記隣接面と接触する表面が、装填分配リングの表面で
ある、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
前記装填分配リングがステンレス鋼を含む、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
前記硬いスリーブがプラスチックスリーブである、請求項４に記載の装置。
【請求項８】
前記管が、先端キャップに接続された外筒であり；そして前記硬いスリーブが、前記リタ
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ーン機構の前記コイルスプリングを前記先端キャップに固定するように構成されたフラン
ジを備える、請求項４に記載の装置。
【請求項９】
前記シリンジサブアセンブリが、前記容器内のプランジャーを備え、前記プランジャーは
、前記皮膚貫通針を通しての前記液剤の分注中に、前記容器から前記液剤を押すように構
成されており；前記装置が、前記プランジャーに接続されたプランジャー棒をさらに備え
、前記プランジャー棒が、互いにねじ山で嵌合した、軸方向に調節可能な２つの部を備え
る、請求項４に記載の装置。
【請求項１０】
前記プランジャー棒の周りに部分的に延びる投薬制御カラーをさらに備える、請求項９に
記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、注射装置と、体内組織への薬剤（ｍｅｄｉｃａｔｉｏｎ）注射に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　医薬（ｍｅｄｉｃｉｎｅ）の皮下注射を自分で行うことは多くの個人にとって難しい作
業である。皮膚に注射針を刺すことに嫌悪感を感じる個人もいる。その結果、定期的な注
射が必要な健康状態にある者、または緊急に自己注射が必要な者、あるいは他の人物や動
物に注射を行う必要がある者の多くは、躊躇したり、時には気後れする場合がある。この
嫌悪感の原因のひとつは、少なくとも、注射針が皮膚を貫通するのを見ることによる。そ
の他の要因は注射針を皮膚に押し付ける行為によるものである。多くの個人にとってこの
嫌悪感は、単に自己注射も他の人物または動物に対する注射も拒むのに十分足りるもので
ある。
【０００３】
　したがって、個人が注射針の貫通を見る必要なく、またこれらの個人が実際に注射針を
皮膚に刺して医薬を被投与者に投与する力を要することなく自動的に薬剤を注射するデバ
イスが必要である。
【０００４】
　これまで様々な自動注射装置が開発されてきた。そのような装置を使用すれば、例えば
装置を始動するだけで自分や他者に注射を行うことができる。この装置に施されているメ
カニズムは、自動的に針を動かし、薬剤を投薬する。アンプル中の薬剤と連通した単一の
固定針を有するアンプルを備えた皮下用カートリッジを再装填できるものもあるが、これ
までの自動注射器の多くは使い捨ての形態である。
【０００５】
　互いに反対方向を向いた針が医薬アンプル上のハブによって摺動可能に取り付けられた
二つの注射カートリッジを装着する自動型の注射器の必要性もある。これらの注射針のう
ち後方を向いた注射針はアンプル上の貫通可能なシールに隣接して位置しており、シリン
ジアセンブリに力が加わると後方針がアンプルシールを貫通し、前方針へ医薬が流入しそ
こから流出する。こうした動作は、最も有効的には、自動注射器によってなされるべきで
ある。
【０００６】
　自動注射器は、表層から皮下、筋肉内部、そしてさらに深層部までの様々な貫通度をも
つように調節可能であるという必要性もある。この貫通度は患者の状態および／または施
される治療によって異なる。この貫通度は自動注射器にかかる問題だけでなく、貫通度の
必要条件について知らない個人にかかる問題でもある。
【０００７】
　通常アンプルで複数投薬を行えるために再充填可能な自動注射器の必要性もある。こう
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した注射器は、アンプルを取り外すことができまた取替え可能で、注射器構造の再使用が
可能である。また、その他の使用形態としては、初回投与の注射のために１つのアンプル
を使用し、そして二度目もしくはその他の複数投与に対しては、同じアンプルから第二の
注射を行よう注射器を再びセットする形態がある。
【０００８】
　また、その他該当する必要性としては、シリンジサブアセンブリを注射器装置からはず
せる能力である。これは注射器装置が誤動作するとき、もしくは直ちに二回目の投与もし
くは次の投与が必要とされるときに必要と思われる。
【０００９】
　上記の必要性の一部あるいは全て、およびその他の必要性が、以下に説明される本発明
の様々な実施形態により、部分的に対応されるかあるいは完全に満足される。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　記載される発明は、発明を実施するための最良の形態と題された以下のセクションで最
もよく開示されている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下の添付図面を参照して、本発明の好ましい実施形態を下記のように説明する。
【００１２】
　序論
　本文書の読み手は、本明細書に説明される実施形態が、本文書の任意の項に使用される
用語、およびかかる要素または動作に共通する図面および言語から容易に明白となる他の
用語に依存する場合があることを理解するはずである。本文書は、一実施形態において、
本発明の類似する構造、機能、特長および側面に対して他の実施形態に概して適用される
１つ以上の用語を使用することを前提としている。出願する特許請求の範囲で使用される
表現もまた、本発明を記述している。１つ、いくつか、またはすべての実施形態で使用さ
れる用語は、技術および関連する独占権を説明および定義するために使用されることがあ
る。
【００１３】
　シリンジサブアセンブリ
　図１および図２は、本発明で使用可能なシリンジサブアセンブリ１０および１１を例示
する。例示するシリンジアセンブリまたはシリンジサブアセンブリ１０および１１は両方
とも、既知の構造を有し、市販されている。典型的な市販のサブアセンブリは、Ｈｏｓｐ
ｉｒａ，ＩｎｃによりＣＡＲＰＵＪＥＣＴＴＭの商標で製造、販売または流通されている
。他のサブアセンブリもまた適切である可能性はあるが、構造の仕様によってある程度の
修正が必要な場合もある。
【００１４】
　どちらのサブアセンブリの形態も、正確に量った容積の液剤、薬剤または他の注射可能
な物質を含む、ガラス製またはプラスチック製の小さなバイアルであってもよいアンプル
１２を含む。物質の量は、物質の性質および予想使用量に基づき予め定められてもよい。
アンプル１２は予め物質が充填されていてもよく、また物質生産器または分配器によって
提供されてもよい。
【００１５】
　どちらのバージョンでも、アンプルまたはバイアル１２は、プランジャー１４を摺動可
能に受けるために開口していてもよい後方端部１３を含む。プランジャーおよびプランジ
ャーピストンは、プランジャー軸またはプランジャー棒に対して軸方向の力を加えること
によって、アンプル孔内で軸方向に移動できる。したがって、プランジャーアセンブリが
前方または針先端に向かって押圧される場合、プランジャー１４は前方端部の中空針アセ
ンブリ１６を通して物質を強制的に外に出す。
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【００１６】
　サブアセンブリ１０および１１では、それらの針アセンブリ１６の構造が異なる。サブ
アセンブリ１０（図１）は、固定中空針１７が固定ハブ２１によって連結するアンプル１
２に取り付けられる、固定針タイプである。針１７は、開放的にアンプル内の物質に通じ
、プランジャー１４の強制的な収縮運動に応じて物質を排出する。衛生および安全上の理
由で固定針１７を解除可能なように覆うためにシース１９が含まれてもよく、注射を投与
する前に取り外されるか、または針によって突き刺される必要がある。
【００１７】
　シリンジサブアセンブリ１１（図２）のための針アセンブリ１６は、上述の固定針アセ
ンブリ構造と異なる。シリンジサブアセンブリ１１は、二重針ハブ９０または２１が連結
するアンプル上の貫通可能なシール２３に向かって後方に突出するシール貫通針２２を備
えた、二重針アセンブリ２０を利用する。皮膚貫通針２４は前方へ突出する。実際には、
針２２および針２４の両方は一体となることができる。かかる一体化構造では、両方の針
は同一の針管から形成され、両端で鋭利となり、針アセンブリハブ９０にしっかりと固定
されてもよい。
【００１８】
　ハブ９０は針２２および針２４の両方を備え、アンプルのシール端部を受けるためにカ
ップ状受け部を有する。それは好ましくは、連結するアンプル１２のシール保持装置２５
に対して軸方向に滑る針を取り付けるための特長または対策が施されている。したがって
、ハブ９０に対するアンプルの強制的な滑り運動は、シールを貫通する針２２に貫通可能
なシール２３を嵌合させ、その後突き刺させる。シール２３が突き刺されると、アンプル
内の物質は、注射されるに従い、一本の針または針２３および針２４を通って押し出され
る。
【００１９】
　二重針アセンブリ１１もまた、保護針シース１９を利用してもよい。このシースは単針
アセンブリ１０に使用されるシースと異なってもよく、また実質的に類似、またはさらに
は同一であってもよい。サブアセンブリのどちらの形式についても、シースは、硬いカバ
ー、または十分な軸方向の力が加えられるとすぐに隣接する針によって貫通されてもよい
柔軟な部材として提供されてもよい。これは出願人に以前に発行された米国特許５，５４
０，６６４号および５，６９５，４７２号に開示されており、かかる開示は本明細書で参
照することによって本出願に組み込まれる。さらに出願人の以前の米国特許番号５，３５
８，４８９号および５，６６５，０７１号も、参照することによって組み込まれる。
【００２０】
　注射デバイスの概要
　本発明による再装填可能な皮下注射デバイスを図面に示し、参照数字３０を用いて識別
する。注射デバイス３０（図３～図６）は、針受け入れ開口部または通路３４を有する、
筒先端部３２を有する外筒３１を含む。シリンジサブアセンブリ受け入れ空間３５は、外
筒３１に沿って、また外筒３１内に位置しており、好ましくは筒先端部３２に隣接し、ま
た筒先端部３２から入ることができる。空間３５は、筒先端部３２に向かう、また筒先端
部３２から離れるような運動のために、解除可能および摺動可能にシリンジサブアセンブ
リ１０または１１を受け取るよう適合される。針アセンブリ１６は、針受け入れ開口部３
４を通って、または横断するよう位置し、開口部３４に類似している保護壁（図示せず）
を通って、突出するように位置を合わせられる。
【００２１】
　シリンジドライバ３６は、シリンジサブアセンブリ受け入れ空間３５の中へ伸びる、筒
先端部３２に向かって可動な作動装置またはドライバ接触部３７を有する。貫通制御部３
８または他の貫通制御器もまた有利に提供される。貫通制御部は、例えば段部または適切
な他の機能などでアンプルアセンブリを嵌合する貫通制御隣接面３９を含んでもよい。貫
通制御部は、望ましい針貫通度または前への針停止位置を提供するために筒先端部３２か
らの適切な長さおよび構造を有する。
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【００２２】
　外筒
　図面での例によって説明するように、外筒３１は細長く、管状であり、後方端部４１と
筒先端部３２との間でサブアセンブリ受け入れ空間３５を規定する。外筒は、プラスチッ
クまたは適切な強度の医学的に許容できる適切な他の材料から形成されてもよい。
【００２３】
　ドライバガイドまたはドライバスプリングガイド３３は、例えば、同軸上の位置など望
ましい位置で、ドライバスプリングまたは他のドライバ力発生器を維持するように外筒３
１内のスリーブと一体となるか、またはスリーブとして嵌め込まれてもよい。図示するよ
うに、ガイド３３はまた、外筒３１内で同軸上にシリンジアセンブリ１０、１１を正確に
位置付ける位置決め装置として機能するのが有利である。
【００２４】
　例示する形式では、後方外筒端部４１は、ドライバ３６と連結して使用され、その詳細
は以下にさらに説明される、環状端部または射出ブッシング４３を取り付けるために適合
される。組み立てを容易にするために、外筒後方端部４１は好ましくは、内向環状突起４
４に金型で成型される。あるいは、各部分を別々に生産し、射出ブッシング４３内に環状
突起留め金を有することも可能である。
【００２５】
　好ましい形式の筒先端部３２には、射出されるとき前方針が伸展するための針開口部３
４または他の通路を規定する、分離可能な先端キャップ４５を取り付ける。先端キャップ
４５の開口部および針穿刺位置は、相互適合するねじ山４６、リングまたは他の突出物を
用いて、外筒に解除可能に接続されてもよい。このようにして、キャップ４５は、外筒空
間３５へ入ることができるように外筒から分離されていてもよく、それによって、針サブ
アセンブリ１０または１１の挿入および取り外しが可能となる。
【００２６】
　シリンジドライバ
　ドライバ３６は、プランジャー棒６１に対して動作する、またはそれを介して針サブア
センブリ１０または１１のプランジャーまたはプランジャーピストン１４まで接続される
よう使用される。プランジャー棒はプランジャーピストンと分離可能または一体となって
もよい。ドライバは、針貫通を達成し、またアンプル内容物を注射するプランジャーに対
して動作するために、前方にサブアセンブリを押し込むことができる。かかる力は、使用
者によって始められたトリガー動作によって始められたスプリングまたは適切な他のドラ
イバ力によって自動的に加えられる。
【００２７】
　本明細書に例示されたドライバ３６は、参考として本明細書に援用される、米国特許５
，５４０，６６４号および５，３５８，４８９号において示されるものと類似または同一
であってもよい、ドライバ解除機構５３によって後方格納位置（ｃｏｃｋｅｄ　ｐｏｓｉ
ｔｉｏｎ）にある外筒３１内に示される、ドライババーまたは軸３７（図３および図４）
を含む。
【００２８】
　上記の組み込まれた材料だけでなく、好ましいドライバは、準備ができた場合または格
納された場合に圧縮される、ドライバスプリング５０を含むよう本明細書にさらに例示さ
れる。ドライバスプリング５０は好ましくは、有利にガイドスリーブ５１の形をしている
スプリングガイドによって外筒内に導かれ含まれる。図のように、ガイドスリーブは、そ
の内側に摺動自在スプリング部分を備えた管状ガイドスリーブ５１内に伸展可能なガイド
スプリングを備えて管状となる。他の構成もまた適切となり得る。
【００２９】
　ドライバスプリングは、下流抵抗に対して針サブアセンブリを前方に押し進め、また針
貫通および注射機能を行なうために圧縮されるとき、十分な蓄積エネルギーを提供するよ
うに選択される。それは、プランジャー１４を押し出し、したがって、注射針１７を通っ
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てアンプル１２に含まれる薬剤を放出する役目をする。
【００３０】
　ドライバスプリング５０は射出ブッシング４３に反した作用をし、一方の端部で、射出
ブッシング４３によって抑制される。反対の端部は、プランジャー棒６１を嵌合するドラ
イババー３７を圧迫する。例示されたドライババーまたは軸３７は、ドライバスプリング
５１の前方端部の嵌合に対するスプリング嵌合段部５２（図３を参照）を提供する。図の
ように、ドライバ解除部５３は、射出ブッシング４３を通って中央開口部になんとか通り
抜ける、返しまたは複数の返し５４を含む。複数の返しは好ましくは、ドライババーまた
は軸３７の足部の柔軟な端部上に形成される。
【００３１】
　安全キャップ５５の形をしているのが有利な安全具は、射出ブッシング４３と嵌合する
複数の返し５４を保持し、それにより、安全具が取り外されるまで、ドライババー３７が
前方に動くことを防止するドライバ軸または柄の足部の間で受ける、前方に突出したピン
５６を有する。安全具または安全キャップ５５は後方に引くことができ、ドライババーの
足部の間から先の細い安全ピン５６を摺動できる。これは内側の半径方向に押し進められ
るべき複数の返しを解放する。図のように、ドライババー３７の返し付き足部は、以下に
さらに詳しく述べられるように、射出スリーブ５７の後方または端部によって内側に移動
される。射出スリーブ５７はトリガーとしての役目をする。
【００３２】
　図２０および図２１は、他の数も可能性があると考えられるが、４本の足部を有する、
好ましいドライバ軸または柄を示す。ドライバ軸または柄は好ましくは、嵌め込む２つの
部分３７ａおよび３７ｂを使用して作られる。あるいは、これらの部分は、金属で作るこ
とができ、また金型で成型でき、または別の方法で部品を一体化して形成できる。
【００３３】
　返し付き足部の半径方向内側への移動により、複数の返し５４が外部の射出スリーブ５
７によって生じる解除位置へ移動する。例示された設計では、射出スリーブは、外筒の外
部上に沿って伸びる。射出スリーブの露出した長さにより、注射される場合、使用者は射
出スリーブによって注射器をつかむことができる。
【００３４】
　射出スリーブまたはトリガースリーブの前方端部は、外筒の前方端部上に形成される保
持装置５９に沿って摺動するスロット５８（図４～６、９および１０を参照）を含むこと
ができる。保持装置は、組み立てまたは可能性のある解体のために保持装置５９に柔軟性
を提供するのが有利な、半島状構成である。保持装置５９とスロット５８との相互作用は
、射出スリーブが外筒から意図的ではない取り外しを防止する。かかる相互作用はまた、
軸の相対運動の範囲を制限する一方で、保持装置５９を押圧することにより、部品の組み
立てまたは解体を可能にする。
【００３５】
　射出スリーブ５７は、好ましくは中心に位置する、開放部６０（図３～６）を有するト
リガーヘッドを含む。スリーブ５７のトリガーヘッドは、複数の返し５４を備えた接触域
に沿って傾斜をつけるのが有利である。開放部６０は、ドライババー３７の足部上の複数
の返し５４を内側に受ける。安全キャップが取り外され、射出スリーブが外筒に対して前
進するとすぐに、これは返し付き端部を押し込む。かかる作用により、ドライバ解除部５
３がドライバスプリング５０を解放することが誘発される。このようにして、ドライバス
プリング５０は縦方向に伸び、ドライババー３７をプランジャー軸の中へ駆動し、注射を
行うためにシリンジサブアセンブリを前方に押し込む。
【００３６】
　図３～６、７および８は、ドライババー３７が、プランジャー１４に接続されている、
調節可能なプランジャー棒６１に対して押すように構成されていることを示す。プランジ
ャー軸アセンブリは、シリンジサブアセンブリ１０または１１の一部であってもよい。あ
るいは、プランジャー軸または棒６１は、ドライバの一体化の部品または個別のアセンブ
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リもしくは部分として生産されてもよい。プランジャー軸もまた、固形などの非調節可能
な構成または非調節可能なアセンブリで作られてもよい。
【００３７】
　例示された実施形態では、プランジャー棒６１は、作動装置またはドライバ嵌合部６２
ならびにプランジャー嵌合部６３を含む、２つの軸方向に調節可能な要素から有利に構成
される。図のように、部６２および部６３はねじ山で嵌合され、棒６１の全長の調節を可
能にさせる。これは注射装置の単一動作の間に分注される物質の用量または体積の調節に
役立つために使用される。
【００３８】
　例示されたプランジャー棒６１は、２つの軸方向に調節可能な部分６２、６３が縦方向
に棒の長さを調節すること、またプランジャー１４にねじ山または他で接合することを可
能にするという点で有利である。図のように、部分６２は頭部、および部分６３の中へ受
ける、ねじ山を有する。プランジャー棒部６３はねじ山などによって連結されるか、また
はプランジャー１４に接続される。たとえ同じ長さまたは他の望ましい長さを有するよう
に調節されるまで、シリンジが長さを変えても、２つの部分６２および６３の相対的回転
は、プランジャー棒の長さを効率的に変更でき、それによって、正確な投薬調節が可能と
なる。
【００３９】
　さらに、プランジャー棒（図示せず）の異なる従来の形式が、シリンジサブアセンブリ
１０または１１の一部として提供されてもよい。かかる代替構造では、調節可能な棒６１
は必要でなく、または使用されない可能性がある。かかる構造では、投薬調節は、以下に
さらに説明される、適切に選択された停止カラー６４を使用することにより、十分に正確
となり得る。どちらの構造でも、プランジャー棒６１または代替の一体化プランジャー棒
（図示せず）は、プランジャーアセンブリを使用して、またはプランジャーアセンブリの
一部として提供できる。部分６２および６３によって提供されるような、調節可能なプラ
ンジャー棒を使用して、アンプルがそれぞれ長さを変えて、調節能力がかかる変形物に適
応できるので、投薬制御はより正確となる。薬剤が非常に正確な投薬量で分注されるべき
場合に、これは必要となる可能性がある。他の薬剤は、用量および調節可能なプランジャ
ーコストに対して十分に敏感でない可能性があり、また生産中の調節は必要ない、または
理にかなっていないこともある。
【００４０】
　投薬調節
　本装置は、単一または多数の注射のために使用できる。かかる使用を可能にするために
、投薬停止カラー６４（図７）の形をしている１つ以上の停止は、ドライバ３６、または
例示している例では、プランジャー棒６１に解除可能に取り付けられる。例示している実
施形態では、カラー６４の１つが、アンプル１２の後方で、プランジャー棒の頭部６２の
前方の棒６１に接続されて示されている。カラー６４およびかかる可能性のある多数のカ
ラーは、プランジャー棒６１の頭端部の前方の通路に位置するのが有利である。単数また
は複数のカラー６４は、選択された第１の量がシリンジサブアセンブリ１０または１１か
ら放出された地点で、プランジャー棒の前進運動を止める。
【００４１】
　第１の注射に続いて、第２の投与量がアンプル内に残る場合は、シリンジサブアセンブ
リ１０または、１１は、カラー６４へのアクセスを獲得するために外筒から取り外すこと
ができ、その後、プランジャー棒６１から取り外され、追加の投与量を送達するためにプ
ランジャーのさらなる運動を可能にする。
【００４２】
　シリンジおよびカラーの取り外しに続き、シリンジドライバ３６は再格納できるが、再
格納の工程は、ドライバスプリング５０を再圧縮するために、必要な力に対して外筒３１
を保持する必要がある。これは外筒３１の長さの大部分を越えて伸びる射出スリーブまた
はトリガーハンドル５７のため、本明細書に図示され、説明される構造では、困難である
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可能性がある。または他の実施形態では、注意しながら、シリンジは、外筒の保持または
ねじドライバの挿入、またドライババー３７および関連するドライバスプリング５０の押
し下げにより再格納できる。再度格納する場合は、プランジャーがその後のトリガーに応
えてさらに前進できるので、シリンジサブアセンブリは、利用可能となる、第２または別
の投与量の自動注射のために外筒へ再挿入できる。
【００４３】
　カラー６４または多数のカラーの長さの寸法は、投与されるべき望ましい用量に従って
選択することができる。例示されていないが、多数のカラーが、アンプルからの薬剤また
は他の物質の用量を表わすそれぞれのカラーにより、プランジャー棒に沿って積み重ねら
れてもよい。個々の注射は、連続する停止カラーの取り外しに続いて行われてもよい。あ
るいは、単一の用量が望まれる場合では、望ましい単一の用量に従って、単一の停止カラ
ーが選択されてもよく、または停止カラーは選択されなくてもよい。
【００４４】
　停止カラー６４は異なる弧のサイズを有して作られてもよい。場合によっては、カラー
はプランジャー軸の周りに十分に伸びる。現状の好ましい停止カラーは、約１８０～２０
０度の弓形サイズを有する。図１６および図１７は、開いた側面および約１８５～１９０
度の弓形サイズ１１０を有する、現状の好ましい設計を示す。比較的開いた側面１１１は
、内側の一点を中心に斜角した端面１１２を備えるのが有利である。これらの特長により
、比較的容易に生産中に停止が設置され、また第１の投与量または他の事前投与量が投与
された後で、使用者によって比較的容易に取り外される。
【００４５】
　停止カラー６４の取り外しを容易にする、図１６および図１７に示される別の特長は、
リブ、溝、条線または抵抗機構１２０を提供することである。これらの抵抗機構は、カラ
ーの手動による握りを改善し、プランジャー軸６１の外部からカラーを取り外す。この構
造により、使用者が片手の親指および人指し指を使って、カラーを取り外しできる。それ
は取り外しを改善し、初期の設計も同様であったが、両手は必要なくなる。この改善によ
り、停止カラーを取り外すという作用が、第２の投与量の正確さを低下させる可能性のあ
る、プランジャーの不測の押し下げ、または上方運動を引き起こさない可能性が大幅に削
減する。
【００４６】
　停止カラー６４の外部もまた、抵抗機構１２０と平坦部分１２２との間の円弧部分１２
１に有利に提供されてもよい。平坦部分１２２は、停止カラーをプランジャー棒６１の上
に設置するのを容易にする。
【００４７】
　内側表面１２４は好ましくは、半円筒型で、プランジャー棒６１に適合するサイズであ
る。特定のサイズは、アンプルのサイズならびに使用されるプランジャー棒のタイプおよ
びサイズによって変化してもよい。
【００４８】
　先端キャップまたは筒先端部
　図６は、先端キャップ４５が外筒から取り外し可能で、シリンジサブアセンブリの挿入
および取り外しを可能にすると有利であることを示す。キャップ４５は一般に、外筒３１
の前方端部で受けるようにカップ形状の形をしていてもよい。例示する実施形態では、先
端キャップは外筒の外側表面を覆うように適合する。先端キャップは、ねじ山または他の
適切な連結部を使用してそこに固定される。あるいは、使用される特定の構造によって、
先端キャップは外筒内に適合してもよい。
【００４９】
　先端キャップ４５が、外筒３１に沿って形成された段部４７などの正停止に対して軸方
向に固定されることは、針貫通深さの制御における正確さのために、好ましい。段部４７
が外筒に沿って提供することができ、反復可能な方法で、設置された先端キャップ４５の
位置を正確に決める。これは外筒上の先端キャップ４５の相対的位置に軸の正確さを提供
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するのに好ましい。先端キャップがアンプルと針サブアセンブリの取り外しおよび取り替
えを可能にするために、繰り返し取り外しおよび再取り付けされてもよいので、これは望
ましい。
【００５０】
　ねじ山４６を使用することは、先端キャップ４５の正確な位置決めには有利である。ね
じ山４６は先端キャップ４５および外筒３１に沿って提供され、隣接段部４７と先端キャ
ップ４５との間の確実な嵌合を容易する。しかしながら、例示するねじ山４６以外の、先
端キャップ４５と外筒３１との間の締め付け嵌合も使用されてもよい。例えば、差し込み
、返し、スナップ式、または他の解除可能な連結配列もまた、外筒３１の隣接する前方部
分により、解除可能に先端キャップを連結するのに使用でき、繰り返し正確に位置付けで
きる。
【００５１】
　先端キャップ４５の前方端部は、例示する針開口部または通路３４を定義する。開口部
または通路３４は針シース１９をそこに受けるよう有利なサイズとなる。図９および図１
０に例示するように、針安全シースは開口部３４を通って突出できる。シース１９には、
筒先端部３４の前方に伸びる可能性のある、先のとがっていない前方端部が提供されても
よい。シースの突出により、使用の直前にシースの取り外しが容易になる。
【００５２】
　先端キャップ４５の外側には、リブ、溝、条線または他の摩擦面が有利に提供されても
よく、外筒から先端キャップの設置および取り外しを容易する。示された構造は、先端キ
ャップおよび外筒との間のねじ山付き連結を使用する。したがって、トルクが適用できる
外部の摩擦面は、かかる構造では好ましい。好ましい摩擦面は微細な線形の縦の条線（図
示せず）を有する。
【００５３】
　シース取り外し器
　シリンジサブアセンブリ１０または１１からのシース１９の取り外しは、筒先端部３２
で解除可能に取り付けられる、シース取り外し器８０を提供することによって達成でき、
または容易となる。図１８は、前方端部からの典型的なシース取り外し器８０を示す。図
１９は、シース取り外し器の側面図を示す。例示した構造はシースグリッパー８１を含む
。グリッパーは、先端キャップの針受け入れ開口部３４との本質的な同軸の関係に配置さ
れる、中央開口部８５を有する。中央開口部８５はそこを通してシース１９を受ける。
【００５４】
　グリッパー８１はまた、好ましくは、シース取り外し器の先端の近くでリップ８９（図
３を参照）の後ろのシース１９を柔軟につかむ、半径方向内側に突出する爪部８２を含む
。内側に突出する爪部８２は十分な柔軟性を提供して、シース取り外し器をリップ８９の
近くのシースの拡大端部の上に押し付け、前記端部上に設置できる。
カラー部８４は、端部表面８７の後方に伸びて、先端キャップ４５上に受けられる。カラ
ー部８４には、シース取り外し器の手動による把持を改善するために、周辺リブ８３が提
供されてもよく、それにより、注射器からシースおよびシース取り外し器を引くことが容
易になる。
【００５５】
　爪部８２は、シースの取り外しの間、後方に屈曲し、リップ８９に引っ掛かり、取り外
し器が前方に引かれる時、シース１９を確実につかむであろう。その際に、爪部はリップ
の後ろに引っ掛かり、さらにシース１９を巻き付け、針アセンブリハブ９０（図３）から
シース１９を引き、外側を向いた針１７を外に出す。安全目的のために針を再び覆うこと
が望ましい場合には、シースおよびシース取り外し器はその後再び設置ができる。
【００５６】
　貫通制御
　引かれたとき、シリンジドライバ３６は、外筒空間３５内にシリンジサブアセンブリ１
０または１１を前方に押し込む。これにより、針１７は開口部３４を通して前方に駆動さ
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れ、患者の皮膚に貫通する。本発明による貫通深さは、本明細書に説明されている、貫通
制御部３８（図９～１５）および他の代替形式を使用して、有利に決定される。貫通制御
または制御部は、針１７の望ましい反復可能な貫通深さで貫通を止める。貫通深さは、自
動注射の間、皮膚に実際に接触する先端キャップから計測されるので、これは投薬制御と
は異なる。
【００５７】
　好ましい形式での貫通制御部３８は、外筒３１に沿って位置を決められ、隣接面３９は
、選択され望ましい針貫通深さの停止位置にある筒先端部３２から間隔を開けられる。貫
通制御はシリンジアセンブリによって嵌合され、選択された貫通深さで皮膚貫通針１７の
前進運動を止める。これは使用者が貫通深さを決定する必要を取り除くために行われる。
貫通制御を提供することによって、装置は選択または調節でき、したがって、針は装置の
自動機能として、ちょうど望ましい深さに貫通するであろう。好ましくは、貫通スリーブ
、スプリングまたは他の貫通制御要素を使用することにより調節される。
【００５８】
　典型的な第１の貫通制御部
　１つの好ましい形式では、貫通制御は貫通制御部３８によって提供される。貫通制御部
３８は、より具体的には、先端キャップ４５内に管状スリーブ７０部分を保持する形式で
構造されてもよい。図２２および図２３は、貫通制御部３８を詳細に示す。貫通制御部は
制御スリーブ７０を含み、そこにフランジ１７０を接続している。スリーブ７０およびフ
ランジ１７０が先端キャップ４５内で摩擦接触のために成形されることが有利である。こ
れはまた、先端キャップの取り外しはまた、貫通制御３８の取り外しをもたらすことがで
きるので望ましい。これは先端キャップ空間（図２２）内で傾く傾向がある、フランジロ
ーブ１７０ａによって容易にされる。この取り付け配列はまた、外筒３１内にあり、また
先端キャップの外側の前方または他の注射器の皮膚接触面と相対的な隣接面３９の反復可
能で正確な軸の位置決めを提供するのに役立つ。フランジスリーブ７０およびフランジ１
７０の厚さは、制御部の長さを定義する。フランジの反対側のスリーブの端部は、筒先端
部からの選択された距離でシリンジ隣接面３９を供給する。この例において、表面３９は
スリーブの後方端部にあり、空間３５の内の針サブアセンブリに面する。
【００５９】
　制御部３８の全長は典型的に、スリーブ７０の長さによって定義される。長さは様々な
軸寸法を有するグループから選択されてもよく、異なる針貫通深さを達成する。したがっ
て、１つのスリーブは皮下注射に役立つ可能性がある一方で、より深い筋肉への貫通が必
要な場合には、別のものが選択されてもよい。注射器に供給される医薬によって、または
特定の望ましい針貫通深さのために、異なる軸の長さを有するスリーブの選択を利用して
もよい。
【００６０】
　スリーブ７０はまた、好ましくは、コイル状圧縮型のスプリングである、前方またはリ
ターンスプリング７１を受けるのに有用であってもよく、それは、先端キャップ４５と針
ハブとの間、外筒の内に配置できる。前方またはリターンスプリング７１は、針サブアセ
ンブリの前進運動に徐々に抵抗するよう提供され、シリンジドライバ３６が引かれるまで
、退避位置でサブアセンブリを保持する。スプリング７１はまた、貫通制御によりシリン
ジアセンブリの衝撃を緩和し、それにより、ハブまたは貫通制御部の破損を減少または解
消するのに役立つ。
【００６１】
　貫通制御ユニット３８は、フランジ１７０を使用して、外筒内の位置にリターンスプリ
ング７１を固定するのに使用できる。これはまた、先端キャップ４５（図１３）と同様に
取り外しのためにスプリングを保持するのに役立つ。この目的のために、スプリング径は
、スプリング７１とスリーブ７０および先端キャップ４５との間で摩擦嵌合を提供するた
めにその前方端部７２で拡大される一方で、スプリングの残りの部分にスリーブ部７０の
境界内で自由な運動を与えることができる。
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【００６２】
　リターンスプリングの重要な機能のうちの１つは、シースが取り外された後、隠れた、
引き込まれた位置で針を保持することである。これにより、使用者に針が見えないように
し、使用者の針に対する恐怖心を防ぐ。リターンスプリングがシースの取り外しに素早く
作用して、外筒の内部でシリンジを戻すと、使用者は、そこの隠れた位置に針が位置して
いるというように視覚的に思い出すことがなくなる。
【００６３】
　上述のリターンスプリング７１およびスリーブ７０の配列を提供した結果、十分に圧縮
された軸のスプリングの長さは、スリーブの長さに満たないであろう。したがって、貫通
深さは、スリーブ７０およびフランジ１７０の選択された長さによって決定される。適切
な設計では、スプリング７０によって示された、漸次的な抵抗は、選択されたスリーブ長
さにかかわらず適切な範囲内に残り、貫通深さを調節するであろう。
【００６４】
　上記の配列（リターンスプリング７１、選択されたスリーブ７０およびフランジ１７０
、先端キャップ４５は相互に連結する）は、外筒３１に接続、また外筒３１にから取り外
すのを簡易化にするのに有利である。取り替え、または第２の注射目的のために針サブア
センブリへアクセスを望む使用者は、外筒端部から先端キャップ４５を取るだけで十分で
ある。リターンスプリング７１およびスリーブ７０は、先端キャップと同様に移動して、
空間３５への自由なアクセスを可能にするであろう。外筒から外されたとき、ローブ１７
０ａはまた、先端キャップの内部ねじ山と相互に作用して、先端キャップ、スリーブおよ
び前方スプリングが自由に跳ねるのを防ぐのに役立つ。
【００６５】
　典型的な第２の貫通制御部
　貫通制御の別の形式は、十分に圧縮された特定の長さの寸法の選択されたスプリングを
使用する形式および構造で提供されてもよい。図１５Ａ～図１５Ｃは、十分に圧縮された
長さは異なるが、装置３０に設置される際は同様の長さを有する、いくつかのスプリング
７５、７６、７７を一例として例示する。スプリングのそれぞれの１つでは、スプリング
端部のうちの１つは、以下にさらに説明するように、針ハブが嵌合する、または他の部分
が嵌合する隣接部として機能するであろう。スプリングが十分に圧縮され、望ましい貫通
深さに達したとき、針ハブは止まるであろう。
【００６６】
　圧縮された望ましい長さに選択されたスプリング７５を使用することによって、針ハブ
と先端キャップ４５との間で十分に圧縮されたとき、スプリングそれ自体は貫通制御部と
なる。したがって、スプリングは、隣接した針サブアセンブリの前進運動の速度を遅くす
るための漸次的な抵抗を示し、また、針が選択された貫通深さに達して、スプリングが十
分に圧縮されるとすぐに、かかる前進運動を止めるという２重の機能を有することができ
る。
【００６７】
　選択されたスプリング７５～７７は、スプリングと先端キャップを一緒にしておくため
に、先端キャップ４５内に擦り合わせるように嵌め込んで作ることができる。これは空間
３５およびそこにある針アセンブリへのアクセスを簡易化する。さらに、外されたとき、
それは先端キャップおよびスプリングが飛ぶような放出を緩和する。したがって、キャッ
プ４５およびスプリングは組み立てることができ、１ユニットとして外筒から同時に両方
を取り除くことができる。異なる貫通深さを提供するために、１つのスプリングから別の
スプリングに変えることは、外筒から先端キャップを取り除き、スプリングを変えるとい
う簡単な事柄である。あるいは、先端キャップおよび異なるスプリングを含むアセンブリ
は、貫通深さを変えるのに使用できる。
【００６８】
　図１５Ｄ、１５Ｅおよび１５Ｆは、貫通制御のための前方のスプリング、ならびに動い
ているドライバおよびシリンジアセンブリからのエネルギーの吸収を使用する際の追加の
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新概念を示す。図１５Ｄは、自由で圧縮されていない状態のスプリング７８を示す。スプ
リング７８には、３つの部、７８ａ、７８ｂおよび７８ｃがある。部７８ａには、間隔の
あいた螺旋状または渦巻き状の巻き線があり、シリンジアセンブリを通ってドライバによ
って加えられた力により畳まれてもよい。部７８ｂは、１つ以上の密巻きを含み、これは
目が詰まっていて、そしてゆるみがなく、スプリング７８に対する軸圧縮力が加わるため
に、通常は圧縮性ではない。部７８ｃは、先端キャップ受け部に設置されるとき半径方向
に収縮され、スプリングおよび先端キャップを結ぶ役目をする、拡大端部コイルまたは巻
き線である。
 
【００６９】
　部７８ａ、７８ｂおよび７８ｃの相対的比率を調節することによって、前方スプリング
の圧縮とエネルギー吸収の性質は調節でき、異なる貫通制御および異なる減速の特徴を提
供する。エネルギーを吸収する有効コイルがあまりないので、前方スプリングが圧縮され
るとともに、より多くの密巻きコイルがエネルギー吸収を削減する。したがって、密巻き
コイルの増加は、薬剤の注射および分注のための適切なシリンジパワーを維持するのに使
用できる。
 
【００７０】
　図１５Ｅは、十分に圧縮されているが、軸方向に整列され、積み重ねられた状態のスプ
リング７８を示す。スプリングが比較的強くおよび／または大きなスプリングワイヤを有
する場合にこれが生じる。比較的強いワイヤで作られたスプリングは、このように十分に
圧縮された状態に達し、その後、スプリングのその設計のために、示した貫通深さで比較
的唐突に止まるであろう。
【００７１】
　図１５Ｆは、スプリング７８と類似しており、同様の部分を有するスプリング７９を示
す。しかしながら、スプリング７９は、十分に圧縮された直後に、異なるタイプの動きを
示す。スプリングワイヤは比較的細く、それほど強くない。これにより、スプリングは圧
縮され、ゆがんで折り畳まれた状態に歪曲する。この条件は２段階の圧縮作用を提供する
。第１の段階または局面では、スプリングは典型的またはほぼ典型的な積み重ね配列で圧
縮される。第２の段階または局面では、スプリングは半径方向に変化せざるを得ない様々
な巻き線によって歪曲し、それにより、他の巻き線の内部を移動する、または他の巻き線
の上に重なる、いくつかの巻き線によって歪曲し折り畳まれる。この構造は、スプリング
が十分に圧縮された後に衝撃を減少し、また積み重ねられたアレイの中への十分な圧縮の
後にエネルギー吸収を可能する、衝撃吸収およびエネルギー吸収の能力を効率的に提供し
、シリンジハブよび注射器の他の部分の破損を抑える、または解消する。それはまた、シ
リンジおよびドライバが停止状態に減速するので、緩衝作用も提供する。
【００７２】
　例として、図１５Ｆに示すように、ワイヤ径のサイズが約０．０１５インチである、巻
き状またはコイル状ピアノ線から作られたシリンジは、折り畳まれ歪曲する傾向にある。
それに比べて、図１５Ｅに示すように、直径のサイズが約０．０１８インチである、ピア
ノ線から巻き付けられたスプリングは、積み重ねられたコイルアレイに残る傾向がある。
これらは、貫通制御としてスプリングだけを使用する注射デバイス用の、現状では好まし
いワイヤのサイズである。かかる構造は、一貫した貫通深さを示す際に正確ではないが、
それらは多くの医薬を投与するには十分に一貫している。それらはまた、管状スリーブ７
０およびフランジ１７０を有する貫通制御３８、または同様に比較的非弾性の他の貫通制
御要素を引き起こす、または排除するのにより経済的である。それらはまた、生産および
組み立てるのにそれほど費用がかからない。
【００７３】
　より微細なスプリングワイヤの使用には、別の有益な効果がある。第２または次の用量
の投与のための準備をする場合などのように、スプリングは、より簡単に歪曲する傾向が
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あり、さらに、先端キャップおよびスプリングアセンブリが取り外されるとすぐに飛び散
るという危険を軽減する。
【００７４】
　シリンジアセンブリ前方スプリング負荷分配、誘導＆緩衝作用
　図２４および図２５は、本明細書に別記される、多くの同様の特長を有する注射デバイ
スの前方部を示す。共通の特長は、同一参照番号を使用して説明され、また共通する説明
は反復しないものとする。
【００７５】
　図２４および図２５の実施形態は、いくつかの能力で作動するために、装填分配リング
１７１が提供される点で異なる。第１の能力は、前方スプリング７５とシリンジとの間、
特にシリンジアセンブリハブ２１で発生した力を分配することである。第２の能力は、外
筒空間内のシリンジアセンブリハブの同軸位置を維持するのに役立つガイド部分としての
役目をすることである。さらに、第３の能力は、環状隣接部１７０の周囲の力を分配およ
び均一化することであり、それにより、シリンジに対して発生する力は集中しない。
リング１７１は好ましくは、ガイドリングが注射器の動作の間に移動する外筒空間部とほ
ぼ同じサイズに作られる。これは、隣接した外筒空間内径と比較して、約－０．００１イ
ンチから約－０．００４インチの範囲内のリングを作ることによって有利に行われる。他
のサイズ関係もまた、動作可能と考えられる。
【００７６】
　リング１７１は、リング全体にかかる負荷を均等に分配するのに役立つほど強く、また
十分に堅いステンレス鋼または他の適切な材料から作られる。
【００７７】
　図２４および図２５は、シリンジハブ９０を囲む、クッションの形をしている弾力のあ
るクッションまたはパッドリング１７２をさらに示す。クッションは好ましくは、約４５
のデュロメーター値を有する天然ゴムまたはＳａｎｔｏｐｒｅｎｅ　８２８１－４５－ｍ
ｅｄなどのエラストマー材料から作られる。圧縮されていない状態で、クッションパッド
リング１７２は、負荷分配およびガイド部１７１より直径で約０．０３０インチ小さい。
シリンジにかかる負荷が前方スプリングに対して駆動し、抵抗が前方の針からの液剤の分
注に関連して発生する場合、これにより、パッドリングが半径方向に外側に広がることが
できる。隣接した外筒内径より大きく、それにより近い外径は、パッドリング１７２に外
筒孔に対する摩擦抗力を発生させる、横歪の原因となる。言い換えると、これは、摩擦を
克服するために提供されるべきより多くの駆動力が必要となり、シリンジおよび注射器の
他の部分に追加の応力およびひずみを生み出す。
【００７８】
　図２６および図２７は、図２４および図２５に示した実施形態と類似している別の実施
形態を示す。図２６および図２７の実施形態には、図２４および図２５のリング１７１の
ような負荷分配器およびガイドリングが提供されていない。代わりに、クッションパッド
１７２は、シリンジハブおよび前方スプリングに直接関係する。この構造は図２４および
図２５で示される構造ほど好ましくはないが、動作可能と考えられる。あまり均一ではな
い負荷がかかるため、そのように構造された注射器を反復して使用できるよう、より硬く
耐久性のあるエラストマー材料が必要となる可能性がある。
【００７９】
　図２４～図２７に示す構造のうちのいずれかでは、クッションパッド１７２は、シリン
ジハブ９０によってかかる力の緩和において優れていることが分かっており、したがって
、ハブまたはシリンジアセンブリの他の部分の不具合または破損の危険を軽減する。
【００８０】
　前方リターンスプリング機能の要約
　このようにして、前方またはリターンスプリングは、多くの重要な機能を行う。それは
、使用者による取り扱い、発送、運搬、また他の状況の期間など使用前に、退避位置にシ
リンジアセンブリを保持する。これらのうちの任意の１つにより、ルーチンでまたは偶然
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に、力がシリンジおよびリターンスプリング上に発生する可能性がある。このようにして
、リターンスプリングは、射出の前に引き込まれた位置にシリンジを保持することを維持
または役立つが、衝撃を吸収し、またシリンジアンプルの破損の危険を最小限にする方法
でそうする。
【００８１】
　リターンスプリングはまた、注射針を隠れた位置に維持するために、先端キャップまた
は外筒の内部に注射針を持続し、使用者が針を見て不安になるのを防ぐことを助けるのに
役立つ。
【００８２】
　リターンスプリングの別の機能は、注射が始動するとすぐに、ドライバスプリングに反
対に作用することである。ドライバスプリングは外筒の下方にシリンジを加速し、蓄積さ
れたスプリングエネルギーと同様に運動エネルギーは好ましくは、様々な方法で力を受け
、またエネルギーを消散する必要がある、注射器の前方端部の、シリンジアンプルの破損
または他の部品の破損の危険を回避または軽減するために消散される。図１５Ｆに例示す
るように、スプリングが変形する場合、エネルギーの消散は特に促進される。
【００８３】
　いくつかの実施形態では、前方またはリターンスプリングの別の重要な側面は、アンプ
ルシール２３の中へ、またアンプルシール２３を通して、シール挿入針２２を適切に挿入
することである。これは、アンプルの収容、および針２２の挿入をもたらすのに必要とさ
れる戻し力を発生するリターンスプリングを選択することによって、または最終貫通深さ
に達する少し前に達成される。したがって、針貫通深さが適切になるまで、スプリングに
より医薬の遅延投与が提供されてもよい。
【００８４】
　発明のいくつかの形式では、前方またはリターンスプリングは、単独で貫通制御として
役立つ可能性がある。これは、使用されている医薬のための必要な貫通制御の一貫性が、
使用されている貫通制御部のスプリングにより実証された一貫性を満たす範囲内にある場
合、注射器の構造を簡易化し費用を節減する。これらのパラメータが合う場合には、より
複雑な貫通制御スリーブが排除できる。
【００８５】
　前方リターンスプリングのさらなる有利な機能は、先端キャップを備えたスプリングを
保持または保持するのに役立つことである。これは、前方端部に向けて拡大コイルを有す
るスプリングを使用した、例示している実施形態において達成される。比較的大きなこれ
らのコイルは、先端キャップが取り外される場合に、スプリングを先端キャップに保持す
る役目をする。これは先端キャップおよびスプリングが飛び散るどんな危険も回避または
最小限にする可能性がある。スプリングおよび先端キャップを保持するこの性質もまた、
アセンブリとして先端キャップ、スプリングおよび任意の管状貫通制御をまとめることに
より、先端キャップの扱いを簡易化する。
【００８６】
　したがって、前方リターンスプリングは驚くほど多数の異なる機能および利点、または
異なる機能の組み合わせおよび利点の組み合わせを実行することが分かる。
【００８７】
　二重針シリンジサブアセンブリに関する考察
　針形式は両方とも説明した構造を利用できるので、このポイントへの説明は、異なる針
サブアセンブリ１０、１１に関して包括的であった。しかしながら、二重針アセンブリに
関して、貫通深さの制御部３８およびシリンジドライバ３６は、貫通する針２２を使用し
て、シール２３に貫通するという追加の機能を実行するように構成される。
【００８８】
　始動したシリンジドライバ３６が針サブアセンブリを前方に押し込むに従い、シールを
貫通するタスクは達成される。サブアセンブリ１１が前進するに従い、ハブ２１は貫通制
御部のシリンジ隣接面３９を備えた隣接部の中に摺動する。ハブ２１および針２２は隣接
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部３９に対して軸方向に静止した状態を維持するであろうが、継続的にかかる力により、
関連するアンプル１２は前方に摺動するであろう。したがって、前方へ移動するアンプル
は、後方へ突出する針２２によって貫通されるであろう。
【００８９】
　組織貫通深さは、アンプルを突き刺す動作によって、傷つけるような影響を受けないこ
とは認識されるべきである。ハブ２１が隣接面３９を嵌合するよう移動するに従い、前方
への針２４は選択された貫通深さに向けて移動するであろう。後方への針２２がシール２
３を貫通するに従い、ドライバ３６によるシリンジサブアセンブリに対する継続的な前方
への力により、注射針２４は伸び続けるであろう。このように、前方への針２４が十分に
貫通するに従い、ハブ２１は収容される。ドライバのさらなる移動により、アンプル薬剤
は分注され、また注射される。
【００９０】
　場合によっては、通路の開かれた単針アセンブリ１０より、二重針アセンブリ１１が好
ましい可能性がある。これは、注射針が完全またはほとんど完全に皮膚に貫通されてから
、医薬が皮膚へ分注されるであろうという点で想像できる。単針シリンジでは、最終針注
射深さより深く薬剤を入れる潜在的影響がある。そのように実際の動作では、両頭針は最
終針深さで、さらに制御された、および／または再現可能な医薬の分注を提供する可能性
がある。これは病院で行われることであり、医師または看護師が最初に望ましい深さまで
針を入れ、その後プランジャーを押すという手動で注射するよう設定されている。それは
また、注射針が中間組織を通って通過するので、医薬の無駄を回避する。
【００９１】
　いくつかのリターンスプリングのためのワイヤ径は、注射針が望ましい最終貫通深さに
達すると同時に、針２２によるアンプルの収容および望ましい挿入を達成するのに適切と
なる。これは、どちらも十分に弱い（低いバネ率）スプリングによって引き起こされ、そ
れにより、貫通制御スリーブ３８がシール２３を通る針２２の最終的な収容および挿入を
実行する。貫通制御がスプリングだけでなされる場合などの他の実施形態では、リターン
スプリングのバネ率は、望ましい最終貫通深さで、またその近くでもまた、シール２３を
通る針２２の収容および挿入を同様に提供するように選択される。どちらの場合にも、こ
れは望ましい最終貫通深さのために、目的とする組織である組織への適切な投与を提供す
る。
【００９２】
　１１などの二重針シリンジアセンブリが使用されるとき、注射器はまた、別の重要な新
しい機能を実行する。かかるアセンブリは、手動による注射を実行する前に、針アセンブ
リを手動でまたは装置ホルダーにより収容する必要がある。二重針シリンジを運ぶ注射器
を射出するという作用により、針アセンブリが密封したアンプルに収容または結合される
。したがって、手動で有用なシリンジは自動的に形成される。これは、多面的機能が本明
細書に説明される注射器によって提供されることを示す。１つの機能は第１の用量を自動
的に投与することである。別の機能は、二重針シリンジおよび密封したアンプルから手動
の投与可能なシリンジを形成するために密封したアンプルを備えた二重針シリンジアセン
ブリを収容することである。さらなる機能は、戦場または他の状況における困難な状況に
よって影響を受ける可能性があるように、シリンジが誤用される可能性があり、第２の用
量が唯一の用量であり、根本的な信頼性のために手動で投与できる状況で信頼性のあるバ
ックアップシリンジを提供する。
【００９３】
　保管と携帯用ケース
　図２８～図３６は、好ましい外ケースまたは携帯用ケースを示し、本明細書に説明され
る注射器が保護されたやり方で運ばれてもよい。図２８は、好ましい携帯用ケース２００
が下部または底部２０１および上部または頂部２０２を有することを示す。注射器３０な
どの注射器が必要となり、携帯用ケースから取り外される場合まで、上部および下部は、
部品をまとめるために使用される取り外し可能な連結部によって連結される。携帯用ケー
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スの動作について説明する前に、その特長について詳細に説明する。
【００９４】
　携帯用ケース２００は、上部ケース部２０２の中に挿入される注射器のドライバ端部お
よびトリガー端部と共に注射器を運ぶよう設計されている。注射器の筒先および針端部は
下部ケース部２０１に挿入される。
【００９５】
　示している好ましい構造では、低端部受け部２０５は、注射器の筒先端部を受ける。こ
れは好ましくは、シース取り外し器前壁８２が支持レッジ２０６を圧迫できるように行わ
れる。レッジ２０６は好ましくは、環状パッド２０９で詰められる。この構造は、支持さ
れる注射器が入った携帯用ケースの取り扱いまたは取り扱いミス（落下など）などの動き
の間発生する力による、露出した針シースへの負荷を防ぐ。
【００９６】
　レッジ２０６とケース蓋２０２の上部の間の長さは、ほとんど等しい、または安全キャ
ップまたは他の上部ケース部とシース取り外し器の正面８２との間の注射器の長さよりも
短い。携帯用ケースに保管された時、注射器が軸方向に装填されないように、この構造は
有利に少しのクリアランスを提供する。
【００９７】
　図２８は、携帯用ケースの上部２０２にはクリップ取り付け部２０６が有利に提供され
ていることを示し、それは、上部２０２に溶接、または上部の金型で成型する間、それに
一体化して形成できる。クリップ取り付け部はクリップ２０７に取り付けるよう使用され
、それはペンの上のクリップと類似している。クリップは好ましくは、上部ケース部２０
２に対するクリップ端部２０８を保持するバネ性を有する金属から作られる。クリップは
、使用者のポケットの中または鞄、ブリーフケース、化粧ポーチの中、または使用者の衣
服または携行品の他の部分の中または部分の上にある携帯用ケースを保持するのに役立つ
ように使用されてもよい。
【００９８】
　図３４および図３５は、クリップ取り付け部２０６をさらに詳しく示す。他の構成もま
た可能である。どの設計でも、取り付け部は好ましくは耐久性があり、クリップ２０７ま
たは取り付け部２０６が携帯用ケース上部２０２から破損するのを防止する。
【００９９】
　図２８は、上部および下部ケース部が好ましくは、取り外し可能な連結部２１０を形成
するように構造されることを示す。ねじ山付き接合部は条件を満たしているが、緊急時に
、遅れることなく医薬をすぐに投与するためにアクセスできるように、容易に速く分離で
きる接合部を有することがより好ましいことが分かっている。示している構造では、底部
２０１は挿入部２２０（図２９）を含み、上部ケース部２０２の開放補完端の上に形成さ
れる挿入受け部２３０（図３６）内に合うようにサイズおよび形状を決められる。挿入部
２２０には保持装置突出部または複数の突出部２２１が有利に提供され、使用者によって
必要となるまで、２つのケース部を一緒に保持する引っかけ部または結合嵌合を提供する
ために、環状のくぼみ２３１（図３６）内に受けられる。
【０１００】
　連結部２１０もまた着脱が容易であり、結合部２０１上に形成された補完受け部の中に
受けられる２つの突出部２４１の形で提供できる。突出部は好ましくは、挿入部分２２０
に隣接している半円型受け部２４２へ結合するように半円型である。この構成では、比較
的小さな角変位で互いと相対的な２つのケース部分２０１および２０２をねじることによ
り、ケースを容易に開くことができる。半円型突出部および受け部はこのように、カム的
な作用により２つのケース部を互いに離し、また環状のくぼみ２３１から保持装置突出部
２２１を取り外すように相互に作用する。したがって、約１／１０未満の回転で２つのケ
ース部を単にねじるだけで、携帯用ケースは開き、そこに収納されている注射器は簡単に
取り外せる。
【０１０１】
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　図３６はまた段部２３２を示し、それは、挿入部２２０が挿入部の端部面を段部２３２
の嵌合の中に運ぶ、連結受け部の中に伸びることができる量がくぼんでいる。これはまた
、受け部の中への挿入部の適切な伸展を容易にし、それにより、突出２２１が環状溝２３
１に適切に適合できる。
【０１０２】
　鋭利物廃棄
　本明細書に示している新しい構造はまた、医薬が注射された後、シリンジアセンブリを
保持する鋭利物（ｓｈａｒｐｓ）容器または複数の容器を提供するために適合される、と
いう点において有利である。１つの形式では、シリンジアセンブリは、そこの針シースを
使用せず、注射器から筒先端部を通して取り外される、または引き抜かれる。リターンス
プリングおよびシリンジアセンブリの前方の関連する部分もまた、取り外される。最初は
シリンジの針端部を使用して、その後、シリンジは逆方向に外筒空間の中に挿入される。
その後、リターンスプリングおよび任意の貫通制御スリーブのない先端キャップ４５は、
安全な取り扱いおよび適切な処分のために、シリンジをそこに固定する外筒に連結または
接続される。
【０１０３】
　別の形式では、シリンジアセンブリは携帯用ケースに挿入され、携帯用ケースの２つの
部分は再接合される。携帯用ケースは、携帯用鋭利物容器としての役目をする。したがっ
て、本発明はまた、発送および処分のために、シリンジおよび関連する針、または複数の
針を比較的大きな鋭利物廃棄容器に運ぶ安全な手段を提供する可能性がある。それはまた
、破損および針の露出に非常に抵抗力のある組み合わせを提供する携帯用ケースに収納さ
れてもよい。
【０１０４】
　追加の方法および動作
　創造性のある要素のある方法および動作と関係のある、本明細書に別記されている変形
例に加えて、記述を補足するために以下説明を加える。
【０１０５】
　本発明による方法の側面は、シリンジ針２４または１７を選択された貫通深さに入れる
ために提供される。前記方法の側面は、本発明の動作および使用の記述と共に論じる。
【０１０６】
　工程は最初に、注射器を格納位置に置くステップを含む。これは好ましくは、製造中に
行われる。注射器は安全キャップ５５を取り外して格納され、ドライババー３７を後方へ
押している。ドライバ軸上の複数の返し５４は移動して、次に、射出スリーブ５７のトリ
ガー端部で穴６０の中へ伸びている。これは、ドライバスプリング５０の圧縮、および環
状ピース４３上の複数の返し５４を引っかける。デバイスが格納されるとすぐに、安全キ
ャップ５５はドライバの不測の射出を防止するために設置される。この作用により、ドラ
イババー３７の返し付き足部の間のピン５６が取り付けられる。ピン５６は、返し付き端
部がお互いに向かって移動し、またドライババーまたは軸を解除するの防止する。これに
より、選択されたシリンジアセンブリを受けるために装置が準備される。
【０１０７】
　その後、前記工程は適切なシリンジサブアセンブリを選択するステップを必要とする。
選択には、所望の目的のための望ましい流量、注射器針の長さおよび耐久性を有するシリ
ンジを必要とする。シリンジサブアセンブリの設置に備えて、プランジャー棒６２はシリ
ンジプランジャー１４に接続されてもよく、それにより、シリンジに複数の用量が装薬さ
れている場合、少なくとも１つの停止カラー６４が投薬制御用のプランジャー棒６１に接
続されていてもよいステップが実行できる。プランジャー棒６１が軸の長さに対して調節
可能な場合、その結果、望ましい、または一貫性のある放出量または用量を提供するため
に、この時点でプランジャー棒の調節がされる。このように、装置から分注されるべき用
量を決定するステップが達成される。調節ステップおよび／または決定ステップが完了す
るとすぐに、用量設定ステップが完了する。
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【０１０８】
　さらなる好ましい方法は、外筒３１の開いた前方端部を通る、選択されたシリンジサブ
アセンブリを挿入するステップを含む。前記方法は、外筒３１の内部内の望ましい位置へ
のシリンジサブアセンブリの位置付けステップおよび設置ステップをさらに含む。これは
、先端キャップ４５を取り外し、また最初に開放端部１３を備える選択されたシリンジサ
ブアセンブリを外筒空間の中へ摺動するステップによって達成される。
【０１０９】
　本発明による上記のステップおよび手順は、一般に、固定針または二重針シリンジサブ
アセンブリ１０または１１のいずれかにより達成されてもよい。
【０１１０】
　発明によるさらなる工程はまた、貫通深さを調節するステップを含んでもよい。貫通を
調節するステップは、望ましい貫通制御部３８、スプリング貫通制御または他の貫通制御
を選択するステップにより達成されてもよく、望ましい位置で隣接面３９の位置付ける長
さを有する。これは、選択可能な数の貫通停止位置を含んでもよい。先端キャップの中に
選択された長さの貫通制御スリーブ３８を収納するステップ、または先端キャップの中に
選択された貫通制御スプリング７５～７９を収納するステップのどちらかにより、先端キ
ャップ４５が外筒３１から分離される間に、これは達成できる。制御スプリングおよび固
定制御要素の組み合わせもまた可能性がある。
【０１１１】
　図３～図６の中で例示された例では、スリーブタイプの貫通制御部３８が使用され、針
開口部３４に隣接する先端キャップ内部前壁に隣接するキャップ内に擦り合わせるように
位置付けられる。リターンスプリング７１もまた、制御部およびスプリングサブアセンブ
リを先端キャップ内部空間へ設置するのに先立って、スリーブ７０内に収納される。これ
は好ましくは、スリーブ３８の前方のフランジ付き端部１７０を嵌合するスプリングの拡
大端部で行われる。
【０１１２】
　その後、スプリング、貫通制御部および先端キャップアセンブリは外筒に設置できる。
例示している実施形態では、これは、停止段部４７が先端キャップの後方端部によって嵌
合されるまで、外筒の上に先端キャップにねじ山を付けることによって有利に行われ、シ
リンジ隣接面３９とシリンジハブとの間の適切な軸方向の間隔を確保する。リターンスプ
リングは、リング形のステンレス鋼ガイドおよび負荷分配器１７１（図２４および２５）
に隣接するよう作られてもよく、シリンジサブアセンブリが正確に射出されるよう、また
減速速度がより遅くなるよう確実にするのに役立つ。
【０１１３】
　あるいは、選択された圧縮長さ（例えば、スプリング７５～７９のうちの１つ）のスプ
リングは、貫通深さを決定するために使用できる。この側面では、望ましい針貫通深さに
関連している、圧縮された軸の長さを有するスプリングが選択されている。その後、選択
されたスプリングは、キャップ内の箇所へ、および／またはガイド１７１と一緒に擦り合
わせるようにスプリングを摺動するなどによって、先端キャップ４５に取り付けられる。
これから、シリンジハブに面するスプリングの端部は、シリンジ隣接面になり、また貫通
深さはスプリングの十分に圧縮長さによって計測されるであろう。スプリングは様々な数
の有効コイル、またいくつかの設計では密巻きコイルを有してもよく、貫通のために十分
なエネルギーを有する望ましい貫通を提供するのに役立つ。選択されたスプリングが先端
キャップ内に取り付けられるとすぐに、アセンブリは、停止段部４７が嵌合される地点の
外筒上にねじ山を付けることができる。
【０１１４】
　シース取り外し器８０は、先端キャップ４５上の位置にまだない場合、シース上のシー
ス嵌合爪部８２を位置付けるために、先端キャップ４５上の位置に摺動できる。爪部は屈
曲により実行され、そのために、先端キャップ４５に前方に露出される針シース１９の範
囲を越えて摺動することによって、シース取り外し器が作動できる。
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【０１１５】
　先端キャップ４５およびシース取り外し器８０が定位置にあり、安全具５５が接続され
るとすぐに、装置は装填され、格納されて、使用するのにほぼ準備ができた安全な状態と
なる。装置は、注射されるときまで、この状態で安全に運ぶ、または保管できる。
【０１１６】
　以下の考察は、本発明による例示された、また他の自動注射器の、単回用量使用法およ
び二回用量使用法について説明する。説明された使用法はどちらも、単固定針シリンジサ
ブアセンブリ１０、または二重針アセンブリ１１の両方を使用する、同一または類似の手
順を使用して可能となる。
【０１１７】
　注射に先立って、使用者は、シース取り外し器８０を前方に摺動するなど移動すること
によって、針サブアセンブリから保護シース１９を取り外すことができる。これは、先端
キャップ４５からシース取り外し器を解放する、解放ステップを実行する。シース取り外
し器爪部８２は、シースリップ８９に対して嵌合または引っかけ、または結び付けによっ
て実行される。シース取り外し器のさらなる取り外しにより、先端キャップ４５の中の針
開口部３４を通してシースを外側に引くことよって作動する、シース上に軸方向の力がか
かる。このように、シース取り外し器は、シリンジアセンブリおよび自動注射器の他の部
分からシースを取り外すという作用を実行する。
【０１１８】
　使用者は、外筒の反対の端部から安全具５５を取り外す、取り外しステップを実行して
もよい。これは、ドライババー３７または他のドライバ軸アセンブリの返し付き足部の間
から、安全具および付属安全ピン５６を引くことによって行われるのが有利である。この
安全ステップは、安全具を取り外す、または無効にすることを必要とし、このようにして
、用量投与の注射装置を準備する。
【０１１９】
　注射を実行するために、使用者は、注射されるべき組織領域に先端キャップを押し付け
る。押し付ける作用により、外筒に対して射出スリーブ５７が前進する。ドライババーま
たは軸アセンブリの上の複数の返しは、開放部６０の壁に対して複数の返しを嵌合するこ
とによって内部に折畳み、互いに向かって移動するであろう。この作用はドライババーを
解除し、それにより今では、ドライバによって加えられた力に応じて摺動などによって前
進することができる。ドライバ軸のこの押し進めは、ドライバ解除部を駆動作用へ解放す
るのに役立ち、ここでは、ドライババーが前進し、またプランジャー棒を嵌合することよ
って作用する。駆動作用はまた、針サブアセンブリを前方に押し込む。これは、針による
使用者の隣接した組織への貫通によって作用し、またアンプルのシールを通して任意の第
２の針を貫通することにも役立つ。
【０１２０】
　針サブアセンブリが前進するに従って、前方スプリングの圧縮の実行に基づき、リター
ンスプリング７１または選択された貫通制御スプリング７５～７９は作用される。スプリ
ング、先端キャップおよび任意の貫通は、前進する針ハブを抑制し停止することによって
作用を制御する。リターンスプリングの嵌合端部がさらにシリンジ隣接面を構成する配列
では、選択されたスプリングは事前に選択した軸の位置で十分に圧縮され、望ましい貫通
深さで針の貫通を停止するであろう。同じ貫通深さは、針ハブが選択されたスリーブタイ
プの貫通制御部７０の固定隣接面３９を嵌合する地点までリターンスプリング７１が圧縮
される配列において達成できる。それが貫通制御スリーブ上であろうと、望ましい十分に
圧縮長さを有するスプリングを完全に折り畳むことによってであろうと、貫通深さは隣接
面の選択された軸方向の位置によって決定される。
【０１２１】
　隣接面または十分なスプリング圧縮地点に達するとすぐに、ドライバスプリング５０は
プランジャー棒を前方に押し続け、医薬を分注するであろう。単針シリンジサブアセンブ
リ１０が使用される場合では、プランジャーの継続的な前進運動は、薬剤の注射をもたら
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すであろう。二重針アセンブリ１１が外筒３１内に提供される場合でも、アンプルがシー
ル貫通針２２へと前方に駆動された後に、医薬治療もまた注射される。
【０１２２】
　スプリング３６がプランジャーを前方に押し込むことによって機能するに従って、薬剤
は注射されるであろう。かかる押し進めは、プランジャー軸嵌合ヘッドが任意の望ましい
停止カラー６４または停止カラーの束を嵌合する時点まで継続する。これは、注射の端部
を表わし、また規定された用量は、選択された注射の貫通深さで注射されているであろう
。装置は今では、別のシリンジサブアセンブリにより、再格納または再装填のどちらかの
ために、または第２もしくは次の薬剤の用量を注射する用意のために準備され、それは、
１つ以上の停止カラー６４によって実行される作用の停止が原因で、まだアンプル内ある
。
【０１２３】
　上述のように、貫通深さおよび用量は制御可能である。これは、外筒３１内の取り外し
可能、または調節可能な停止配列を提供することによって有利に行われる。投薬量は選択
的に、停止カラー６４および調節可能な長さのプランジャー棒６１によって制御できる。
貫通深さは、貫通制御部３８または貫通制御スプリングの折り畳まれた状態などによって
選択または調節された貫通制御の機能として、針ハブが外筒３１内で停止された、軸方向
の位置を選択することによって制御できる。
【０１２４】
　新しい方法はまた、第２の注射を投与することを含んでもよい。本発明のいくつかの形
式によれば、これは同じシリンジアセンブリを使用して行うことができる。あるいは、そ
れは第２または次のシリンジアセンブリを使用して行われてもよい。単シリンジを使用す
る場合、使用者は、先端キャップ４５を取り外し、また外筒空間からのシリンジアセンブ
リを摺動させるか、または抽出することによって実行する。その後、任意の停止カラー６
４、カラーまたはその部分は、プランジャー棒からカラー、複数のカラーまたはその部分
を横方向に取り外すなどによって取り外しができ、それによって、別の用量を注射するア
ンプル内に、さらに前方にプランジャーを押すことができる。これは好ましくは、手動モ
ードでの操作で第二の用量を投与するために使用される。
【０１２５】
　注射器が第２の用量を投与するために使用されることになっている場合は、次に、注射
器はシリンジアセンブリを取り外すことによって再格納され、その後、ドライババーまた
は軸３７との接触部の中へ伸びる、ねじドライバまたは他の道具を使用して外筒を保持し
、ドライバを押圧する。
【０１２６】
　安全キャップ５５などの安全具は今では、装置の後方端部を覆うようにして戻すことが
できる。安全具を戻すこの作用により、安全ピン５６が挿入され、ここでは、ドライババ
ー足部が安全ピン５６を受ける安全開放部を形成する。設置された安全ピンは、それらを
別々に保持し、装置を安全な状態にさせることによって機能し、それによって、意図的で
ない射出を回避する。
【０１２７】
　シリンジサブアセンブリ１０または１１が、外筒（停止カラー６４が取り外されたよう
な）の中に戻されたとき、スプリングガイドスリーブ３３（図８）に隣接するまで、アン
プルは外筒の中でさらに後方に摺動するであろう。先端キャップ４５が元の位置に戻され
るに従って、サブアセンブリは、スプリング７１によって（または選択された他のスプリ
ング７５～７９によって）この位置に保持されるであろう。先端キャップを元の位置に戻
すことは、第２の自動注射される用量を送達する装置の第２または次の使用のために必要
とされるステップを完了する。注射を直ちに行うことになっている場合は、シースおよび
シース取り外し器を元の位置に戻す必要はない。しかしながら、第２の注射が時間的に猶
予がある場合は、たとえ針が今では、先端キャップ内に安全に運ばれていても、シース１
９およびシース取り外し器８０を再び設置することは可能である。あるいは、シースおよ
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びシース取り外し器は、負傷または雑菌混入の危険を軽減するために再び取り付けない。
【０１２８】
　第２の用量の投与は、上述された方法と同様に自動的に達成されてもよい。かかる動作
では、ドライバは、停止カラー６４によってすでに占領されている軸方向の隙間を通して
プランジャーを押圧するように機能するであろう。
【０１２９】
　本発明による注射装置はまた、手動の方法で、第２または次の用量を投与してもよい。
かかる代替の動作モードでは、シリンジアセンブリは、上述と同一または類似の方法で外
筒から取り外される。初期用量が十分有効に効かない場合、次に、使用者は手動で患者の
皮膚に針を前方に挿入し、親指でプランジャー棒を押し下げてもよい。この手順は、ドラ
イバを再格納することが困難もしくは不可能な場合、または第２もしくは次の用量の投与
を加速するために使用されてもよい。
【０１３０】
　１つ以上の停止カラーが提供でき、また同じシリンジから２回以上の注射されてもよい
。注射デバイスは停止カラーなしで提供されてもよく、したがって、シリンジは１回の自
動注射にのみ使用されるであろうこともまた留意される。余分の医薬が、手動投与のため
にシリンジの中に提供できる。用量は、プランジャー棒６１のヘッド付き部分６２を軸方
向に調節することによって、より正確に決定できる。どちらの場合にも、装置は再利用で
きる。第１の動作モードでは、装置はすでに使用された同じシリンジを再格納または設置
によってリセットできる。第２の作動モードでは、装置は上述された方法でリセットでき
、また第２のシリンジサブアセンブリは、第１のシリンジで行われるように、設置、使用
、および動作ができる。
【０１３１】
　製造の方法
　自動注射器の要素のうち多くは、好ましくは、射出成形、本明細書に図示され、説明さ
れる構造に適切な医学グレードの透明プラスチックなどの金型で成型することによって作
られる。金属ピースは、よく知られている様々な金属加工技術によって回して作る、また
は加工される。注射器用の好ましい要素は以下に詳述される、または上述されている。
【０１３２】
　プランジャー軸６３は好ましくは、軍規格ＭＩＬ　Ａ　８６２５　Ｃ透明による透明な
材料によって陽極化される、２０２４グレードのアルミニウムなどの金属材料から作られ
る。
【０１３３】
　管状貫通制御スリーブは好ましくは、望ましい形状およびサイズに成型される、適切な
プラスチック材料から作られる。好ましい材料は、Ｃｅｌｃｏｎ　ＴＸ９０Ｐｌｕｓの名
前で販売されている。ナイロン６（Ｃａｐｒｏｎ８２５３）、またはＭ２７０Ｃｅｌｃｏ
ｎなど他のものも考えられる。
【０１３４】
　スプリングは好ましくは、小さなサイズのわりに高力価を有し、また優れたスプリング
保持能力を有する鋼ピアノ線から作られる。リターンスプリングは様々であってもよいが
、いくつかの形式では、直径０．０１５インチのタイプＡ２２８が好ましかったが、より
重いワイヤは様々な構造で好ましくなる可能性がある。ドライバスプリングは好ましくは
、直径０．０３３インチのＡＳＴＭ－Ａ３１３タイプ１７－７　ＰＨステンレス鋼ワイヤ
である。
【０１３５】
　ドライバ解除部環状ピース４３は好ましくは、ＡＳＴＭ　Ｂ６３３－８５タイプＩＩＩ
　ＳＥＩによって好ましくは亜鉛メッキされた、１２Ｌ１４グレードＡ鋼などの適切な鋼
から作られる。
【０１３６】
　先端キャップ、安全キャップピースおよびシース取り外し器は好ましくは、Ａｍｏｃｏ
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＃４０３９ポリプロピレンまたはＰｏｌｙｍｅｒｌａｎｄ＃１１２０などの成型プラスチ
ックから作られる。
【０１３７】
　針シースは好ましくは、高密度ポリエチレンＳｐｅｃ．＃ＭＳ－４０７９から作られる
。
【０１３８】
　携帯用ケースは好ましくは、ポリプロピレン、例えばＲｅｘｅｎｅ＃１７Ｃ９Ａポリプ
ロピレンなどの不透明またはオパーク色のプラスチック材料から作られる。
【０１３９】
　携帯用ケースのスプリングクリップは好ましくは、クロムなどの適切な鋼、もしくは簡
単にはさびないメッキしてある他の鋼から、または＃２仕上げの０．０１０インチ３０１
ステンレス鋼半硬度などの適切なステンレス鋼から作られる。
【０１４０】
　シース取り外し器および安全キャップは好ましくは、ＤｕＰｏｎｔ　Ｚｙｔｅｌ１０１
Ｌから作られる。
【０１４１】
　射出スリーブおよびプランジャー調節ねじは好ましくは、Ｂａｙｅｒ　Ｍａｒｋｒｏｌ
ｏｎ＃２６０７－１１１２ポリカーボネートから作られる。
【０１４２】
　ドライバスプリングブッシングは好ましくは、Ａｍｏｃｏ＃４０３９ポリプロピレンか
ら作られる。
【０１４３】
　外筒は好ましくは、Ｐｌｅｘｉｇｌａｓｓ　ＤＲ１０１Ａｃｒｙｌｉｃから作られる。
ドライバスプリングのスプリングガイドは好ましくは、Ｄｏｗ４７８－２７－Ｗ高衝撃ポ
リスチレンから作られる。
【０１４４】
　停止カラーおよびそれを圧迫する、ブッシング端部は好ましくは、Ａｍｏｃｏ＃４０３
９ポリプロピレンまたはＰｏｌｙｍｅｒｌａｎｄ＃１１２０から作られる。
【０１４５】
　スプリング解除部は好ましくは、ＡＳＴＭ　Ｂ３６－９１Ａによる８ＮＯＳ高密度７０
／３０真鍮ＣＬ　Ｃ２６００から作られる。
【０１４６】
　さらなる側面および特長
　本発明およびその好ましい実施形態の様々な特長および側面について、上記のように詳
しい説明がされてきた。かかる側面および特長は、以下の特許請求によりさらに定義付け
られてもよく、それは、個々に、または列挙された特長の様々な組み合わせにおいて、本
明細書に従い本発明を定義するのに役立つ。
【０１４７】
　解釈上の注意
　本発明は、様々な構造的および方法論的特長に関して、図示または説明された現下の実
施形態に向けられた言語で説明されてきた。特許請求によって定義される保護の範囲は、
図示または説明された特定の特長に限定することを必ずしも意図していない。本発明を実
施するための他の形式および同等物は、本明細書によって適切に保護された概念の範囲か
ら逸脱することなく作ることができる。
【産業上の利用可能性】
【０１４８】
　本発明は、投与や医薬用注射デバイスの運搬に有用である。
【図面の簡単な説明】
【０１４９】
【図１】図１は、従来技術の単針型の皮下シリンジサブアセンブリの側断面図である。
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【図２】図２は、従来技術の二重針シリンジサブアセンブリの側断面図である。
【図３】図３は、本発明による、格納状態の第１の実施形態デバイスの側断面図である。
【図４】図４は、伸展状態にある針を示す、図３に類似した側断面図である。
【図５】図５は、二重針シリンジサブアセンブリが格納状態にある、図３に類似した側断
面図である。
【図６】図６は、伸展状態にある二重針シリンジサブアセンブリを示す、図５に類似した
側断面図である。
【図７】図７は、複数の用量が同一のシリンジサブアセンブリから投与されてもよい、投
与量調節および停止構成の拡大詳細側面図である。
【図８】図８は、停止カラーが取り外され、第２の用量のために配備された図７の残りの
要素を示す、図７の詳細図に類似した図である。
【図９】図９は、針が引き込まれた位置にある、単針サブアセンブリと併せて使用される
、スリーブ貫通制御実施形態の拡大詳細側面図である。
【図１０】図１０は、スリーブ貫通制御および望ましい貫通深さまで伸展した針を嵌合す
る、シリンジアセンブリを示す、図９に類似した図である。
【図１１】図１１は、針が引き込まれた位置にある、二重針サブアセンブリと併せて使用
される、圧縮スプリング貫通制御の拡大詳細側面図である。
【図１２】図１２は、突き刺されたアンプルシール、圧縮された圧縮スプリング貫通制御
、および伸展位置にある前方針のみを示す、図１１に類似した図である。
【図１３】図１３は、様々に選択した貫通深さまで針貫通を可変的に制御するために、様
々な長さの任意の制御スリーブを選択および設置できる、端部キャップおよび貫通制御を
示す、断面図である。
【図１４】図１４は、設置された端部キャップおよび１つの圧縮スプリング貫通制御を示
す、断面図である。様々に選択した深さまで針貫通を制御するために、制御スプリングの
様々な長さおよび他のパラメータが使用されてもよい。
【図１５Ａ】図１５Ａ～図１５Ｆは、針貫通深さに影響する、様々な長さの異なる圧縮ス
プリング貫通制御および螺旋状進行速度を示す、側面図である。
【図１５Ｂ】図１５Ａ～図１５Ｆは、針貫通深さに影響する、様々な長さの異なる圧縮ス
プリング貫通制御および螺旋状進行速度を示す、側面図である。
【図１５Ｃ】図１５Ａ～図１５Ｆは、針貫通深さに影響する、様々な長さの異なる圧縮ス
プリング貫通制御および螺旋状進行速度を示す、側面図である。
【図１５Ｄ】図１５Ａ～図１５Ｆは、針貫通深さに影響する、様々な長さの異なる圧縮ス
プリング貫通制御および螺旋状進行速度を示す、側面図である。
【図１５Ｅ】図１５Ａ～図１５Ｆは、針貫通深さに影響する、様々な長さの異なる圧縮ス
プリング貫通制御および螺旋状進行速度を示す、側面図である。
【図１５Ｆ】図１５Ａ～図１５Ｆは、針貫通深さに影響する、様々な長さの異なる圧縮ス
プリング貫通制御および螺旋状進行速度を示す、側面図である。
【図１６】図１６は、好ましい停止カラーの上面図である。
【図１７】図１７は、図１６の停止カラーの側立面図である。
【図１８】図１８は、好ましいシース取り外し器の端面図である。
【図１９】図１９は、図１８のシース取り外し器の側面図である。
【図２０】図２０は、４脚を有するドライバ軸構造の側面図である。
【図２１】図２１は、図２０のドライバ軸の端面図である。
【図２２】図２２は、好ましい貫通制御部スリーブの端面図である。
【図２３】図２３は、図２２の切断線２３－２３に沿った、図２２の貫通制御部スリーブ
の側断面図である。
【図２４】図２４は、弾性パッド、負荷分配、およびシリンジ段部の間に位置するガイド
リングを有する、好ましい注射器構造の筒先端部の拡大部分側断面図である。注射器は、
引き込んだシリンジを備える格納状態にある。
【図２５】図２５は、伸展位置にあるシリンジアセンブリを示す注射器の、図２４に類似
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した図である。
【図２６】図２６は、針が引き込まれた格納状態にある本発明の別の好ましい形式の、拡
大された側断面図の一部である。
【図２７】図２７は、伸展位にあるシリンジアセンブリを示す注射器を有する、図２６と
同様の部分図である。
【図２８】図２８は、本発明による、好ましい自動注射器保存ケースを示す断面図である
。
【図２９】図２９は、図２８に示すケースの底面部の側面図である。
【図３０】図３０は、図２９の円３０に示す拡大した詳細断面図である。
【図３１】図３１は、図２８に示すケースの上部の側面図である。
【図３２】図３２は、図３１に示すケースの上部の頂部端面図である。
【図３３】図３３は、図３１に示すケースの上部の底部端面図である。
【図３４】図３４は、図３１のケースの上部の一部を形成する、取り付け伸展部を示す詳
細図である。
【図３５】図３５は、図３１の円３５の部分の、図３１のケースの上部にクリップを取り
付けるために使用される取り付け伸展部の詳細側面図である。
【図３６】図３６は、図３１の円３６の部分の、拡大した断面図である。

【図１】 【図２】
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